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1. まえࡁࡀ 
自動車ࡢ自動運転ࡣ࣒ࢸࢫࢩ，安全性，快適性ࡢ向

行わࡀ研究開Ⓨ࡞近年様々ࡽࡇࡿࢀࡲ見込ࡀୖ

ࡢ次世௦ࡿけ࠾高齢過疎地域ࡓࡲ。ࡿい࡚ࡁ࡚ࢀ

交通手段し࡚ࡢ活用ࡶ期待࡚ࢀࡉいࡿ。 

ࡣ大学࡛ࡢࡽ著者，ࡽ背景࡞うࡼࡢࡇ 2015 年 2

月24日ࡾࡼ国内ࡢ大学し࡚ࡣ初ࡿ࡞市街地を含

公道走行実証実ࡢ自動運転自動車ࡿけ࠾一般道ࡴ

験を開始しࡓ。本実証実験ࡣ著者ࡢࡽ研究室ࡀ中心

，自治体(石川県珠洲市)ࡢ実証実験実施場所，ࡾ࡞

自動車࣓࣮࣮࣓࢝ࣖࣛࣉࢧ，࢝等ࡢ多くࡢ企業ࡢ

協力ࡶࡢ実施し࡚いࡿ。本稿࡛ࡣ，著者ࡢࡽ研究室

ࡿい࡚述ࡘ概略ࡢ自動運転自動車ࡢ開Ⓨ中ࡀ

い࡚述ࡘ概要ࡢ市街地公道走行実証実験，ࡶ

 。ࡿ

 

2. 自動運転ࢸࢫࢩムの開発変遷 

 

  

図㸯 歴代の自動運転車両 

 

著者ࡢࡽ研究室࡛࡛ࡲࢀࡇ，ࡣ図㸯示すࡼう

࣮ࢩ࢞富士重ᕤ業社製ࣞ，ࢱࢫࣅ自動車社製ࢱࣚࢺ

等ࡢ自動運転車両を用い࡚数多くࡢ自動運転関す

特。ࡓࡁ࡚ࡗ研究を行ࡿ 1998 年最初導入しࡓ

試験車両㸦ࢱࢫࣅ㸧࡛ 設計ࡢ改造や制御系ࡢ車両，ࡣ

構ࡾࡼດ力ࡢ研究室所属学生ࡢ多く࡚ࡵを含࡞

築し2008。ࡓ 年導入しࡓ試験車両㸦࣮ࣞࢩ࢞㸧࡛

改造࢝信頼性等を຺案し外部࣓࣮ࡢ࣒ࢸࢫࢩ，ࡣ

を委託しࡀࡓ，そࡢ改造ࡣ࢘ࣁ࢘ࣀ最初ࡢ試験車両

構築時ࡢ著者や学生ࡀࢹࡢ基礎࡚ࡗ࡞いࡿ。  

研究開始当初ࡣ，大学構内ࡢ駐車場や構内道路等

を活用し研究を実施し࡚い2013，ࡀࡓ 年 1 月ࡣࡽ

金沢市内あࡿ東部自動車学校様ࡈࡢ協力ࡢ基，ࢸ

ࢺࢫࢸ，ᚋࡢそ。ࡓ試験を開始しࡿけ࠾ࢫコ࣮ࢺࢫ

コ࣮ࡢ࡛ࢫ走行࡛概ࡡ仮免許程度ࡢ運転知能を身

着けࡓᚋ公道走行実証実験移行しࡓ。 

特ࢺࢫࢸコ࣮ࡢ࡛ࢫ評価࡛ࡣ単ࡿ࡞技術開Ⓨࡢ

を学࡞操縦ࡢ実験準備や試験車両࡞く様々࡞࡛ࡳ

生ࡀ経験すࡿ機会を得࡚いࡽࢀࡇ。ࡿを体験し研究

室を修了しࡓ学生ࡢ一部ࡣ，現在自動車࣓࣮࢝やࢧ

配属研究部門ࡢ自動運転自動車ࡢ࣮࣓࢝ࣖࣛࣉ

動く物ࠖࠕࡢく実際࡞け࡛ࡔ理論ࠖࠕ，ࡾ࠾࡚ࢀࡉ

し࡚ࡢ自動運転自動車を用いࡓ研究࣭教育を行࡚ࡗ

い࡞ࡣ࡛ࡢࡓしࡽࡓࡶ良い教育効果をࡀࡇࡓࡁ

 。ࡿ考え࡚い

 

3. 自動運転ࢸࢫࢩムの概要 

 

(a) 自動運転自動車の外観 

 
(b) 自動運転自動車の車内 

図㸰 公道走行に用いた自動運転自動車 

 

図㸰現在公道走行実証実験用い࡚いࡿ車両

㸦ࢱࣚࢺ自動車社製ࢫ࢘ࣜࣉ㸧を示す。本車両ࡣ公道

走行要件を満ࡓすࡵࡓ，基本的࡞改造ࡣ自動車࣓࣮

 。ࡿい࡚ࢀ行わࡶࡢ協力ࡢ࢝
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本車両ࡣ自ᚊ的࡞走行を可能すࡵࡓࡿ，操舵角

度，制駆動力，࢘ンࡀࢻ࣮ࢨࣁ，࣮࢝CAN を介し

࡚コンࡢࡽࢱ࣮ࣗࣆ指௧基࡙い࡚制御ࡀ可能

安全性を確保すࡿけ࠾公道走行，ࡓࡲ。ࡿい࡚ࡗ࡞

実装し࡚ࡶ機能ࢻ࣮ࣛࣂ࣮࢜ࣝマニࣗ，ࡵࡓࡿ

いࡀࣂࣛࢻ。ࡿ自動運転中ࣜࢸࢫンࢢしࡁ

い値௨ୖࢡࣝࢺࡢをえࡓ場合や，ࣟࢫッ࣭ࣝࢺ ࣞࣈ

解ࡀ自動運転状態ࡕࡔࡓ，場合ࡓࡗ操作を行࣮࢟

除ࢀࡉ，手動運転状態切ࡾ替わࡿ構造࡚ࡗ࡞い

 。ࡿ

 

4. 石川県珠洲市に࠾ける実証実験 
本章࡛ࡣ，著者ࡢࡽ研究室ࡀ 2015 年 2 月 24 日

概要ࡢ自動運転実証実験ࡓ石川県珠洲市࡛開始しࡽ

 。ࡿい࡚述ࡘ

珠洲市ࡣ能Ⓩ半島ࡢ先端位置し，人口ࡀ約 1 万

6 千人程度ࡢ自治体࡛あࡾ，高齢率ࡀ約 高44%

い状態あࡓࡲ。ࡿ，市内ࡢ交通網を見ࡿ，鉄道ࡀ

す࡛廃止済ࢫ࣭ࣂ，ࡾ࠾࡚ࡗ࡞ࡳ ࡗい࣮ࢩࢡࢱ

移動ࡢ地域内ࡢ将来，ࡾ࠾足し࡚ࡶ公共交通網ࡓ

࡞うࡼࡢࡇ。ࡿい࡚ࡗ࡞安を抱く状態࡞ࡁ大

状況ୗ࠾い࡚，自動運転自動車ࡀ公共交通空白地

帯ࡢ解消向け࡚一躍を担う࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡁ࡛ࡀࡇ

い考え，金沢大学ࡀ地域㈉献ࡢ一環し࡚，石川

県珠洲市共同࡛実証実験を行うࡓࡗ࡞ࡇ。 

 

 

図㸱 自動運転自動車の公道走行風景 

 

実証実験開始当初走行し࡚いࡣࢺ࣮ࣝࡓ，信号

機や交差点ࡢ右ᕥ折等を含ࡴ市街地や，ッ࢘ࢲࣉ

ンࡢ多い山間部࡞様々࡞交通環境ࡀ存在すࡿ珠洲

市内ࡢ全長約 6.6km ，自動車ࡢ一般，ࡾ区間࡛あࡢ

一ࡢ通常ࡿ存在し࡚いࡶや歩行者࣭自転車等ࢡࣂ

般道路࡚ࡗ࡞いࡿ(図 2015，࠾࡞。(3 年 10 月 27

日௨降ࡰࡣ珠洲市ࡢ全域࡛ࡢ走行を開始し࡚いࡿ。

約ࡣ総延長ࡢࡇ 60km い規࡞ࡢ国内࡛類例，ࡾ至

模࡛ࡢ自動運転自動車ࡢ公道走行実証実験を実施中

࡛あࡿ。 

 

 

図㸲 実証実験のࢫケࢪューࣝ 

 

図 4 ࡣ実証実験，うࡼ示す 2015 年ࡽ 2017

年頃を目途自動運転ࡢ知能を高度ࡉせࡿ予定

し࡚いࢬ࣮࢙ࣇ)ࡿ 1)。そࡢᚋ 2020 年頃࡛ࡲを目途

地域ࡢ࡛ୖࡓ時間帯等を限定し，ࢺし࡚，走行࣮ࣝ

内ࡢ交通手段し࡚ࡢ活用方法ࡘい࡚実証実験を

通し࡚検討すࡿ㸦ࢬ࣮࢙ࣇ 2㸧。ࡢࡇ中࡛ࡣ，例えࡤ

交通ᕤ学࣭ 経済学的࡞視点ࡾྲྀࡶ入ࢀ，自動運転自動

車ࡢ適切࡞配置方法，運用方法等ࡘい࡚ࡶ検討し，

社会的ཷ容性ࡘい࡚ࡢ検討を行う予定し࡚いࡿ。

そし࡚ 2020 年௨降ࡣ，走行࣮ࣝࢺ，時間帯いࡓࡗ

制限事項ࡢ緩和を行い，運用を行う予定し࡚いࡿ

ࢬ࣮࢙ࣇ) 3)。 

 

 
(a) 左ら順に珠洲市長，著者、金沢大学学長 

  

(b) ࢹモ走行の様子 

図㸳 実証実験開始セࣞモニーの様子 
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図５ࡣ 2015 年 3 月 1 日実施しࡓ実証実験開始

関係者，地域住民，報道，ࡓ中࡛実施しࡢニ࣮ࣔࣞࢭ

機関をᑐ象しࡓ自動運転ࣔࢹンࣙࢩ࣮ࣞࢺࢫンࡢ

様子ࡢ一部を示し࡛ࡢࡶࡓあࣔࢹࡢࡇ。ࡿンࣞࢺࢫ

全ࡓ走行し࡚い実証実験開始当初，ࡣン࡛ࣙࢩ࣮

長約 6.6km 交差点をࡿあࡢ信号機ࡢ内ࢺ走行࣮ࣝࡢ

含ࡴ約 1.1km ，ࡾ雨天࡛あࡣ当日。ࡓ区間࡛実施しࡢ

多くࡢ方々自動運転自動車ࡈ乗車いࡔࡓいࡀࡓ，

概ࡡ問題࡞く自動運転を実施すࡀࡇࡿ可能࡛あࡗ

 。ࡓ

ࡢ月ᚋ一ࡢそ，ࡓࡲ 2015 年 4 月 1 日ࡣ実証

実験開始当初走行し࡚いࡓ全࣮ࣝࢺ約 6.6km 区ࡢ

間ࡢ完全自動運転ࡿࡼ走破ࡶ成功し，現在ࡣ自

動運転機能ࡿ࡞ࡽࡉࡢ安定や様々ࢩ࣮࢚ࣗࢳࢩ࡞

ࣙンࡢᑐ応を目指し，開Ⓨを進࡚ࡵいࡿ。 

 

5. まとめ 
本稿࡛ࡣ，著者ࡢࡽ研究室ࡀ開Ⓨしࡓ自動運転ࢩ

2015，概要ࡢ࣒ࢸࢫ 年 2 月 24 日ࡾࡼ開始しࡓ市

街地࠾けࡿ公道実証実験ࡢ概要ࡘい࡚述ࡓ。

自動運転ࡣ࣒ࢸࢫࢩ，自動車交通ࡢ安全࣭ 快適性い

く，高齢過疎地域࡞࡛ࡳࡢࡿ向ୖを図ࡢ機能ࡓࡗ

い࡚ࢀࡉ期待ࡶし࡚公共交通機関ࡢ次世௦ࡿけ࠾

ࡿ高度を図ࡢ本実証実験を通し，自動運転技術。ࡿ

公共交通空白地帯ࡿ抱えࡀ地域ࡢく，実際࡞࡛ࡳࡢ

く検討を進ࡿ向け㈉献を図解消ࡢ安ࡿᑐす

  。ࡿࡵ
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